
学校番号 101 

平成 31 年度家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 家庭総合（実教出版） 

副教材等 ニューライブラリー家庭科 資料+成分表 2018（実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年生時の家庭基礎の学習からさらに理解を深め、衣生活・食生活に重点をおき知識や技術を身に

つけます。授業では、実習やグループワークも多く取り入れます。積極的に取り組んで下さい。 

 

２ 学習の到達目標 

１．人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者との関わりと福祉，消費生活，衣食住などに関 

する知識と技術を総合的に習得する。 

２．学習した知識や技術を生かし，家庭や地域の生活課題を主体的に解決する態度を育てる。 

３．家族や社会との共生を目指し，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・衣生活に関心を持

ち，人間と被服，気候

と被服の関わりを考

えようとしている。 

・自分や家族の食生

活，地域の食文化に関

心を持ち，食生活と健

康の関わりを考え，意

欲的に食生活の改

善・向上に努めようと

している。 

・被服材料の性能改善

と着心地，安全に配慮

した被服，衣生活の文

化の伝承について考

え，まとめたり，発表

したりしている。 

・現代の食生活の課題

や食事の意義につい

て思考を深めている。 

・栄養と健康な食生活

の関わりについて考

えている。 

・健康と安全に配慮

した被服計画を立て

ることができる。 

・主体的に食生活を

営むために必要な情

報を収集・整理し，

検討することができ

る。 

・着装，被服材料，

被服構成，被服製作，

被服管理などについ

て科学的に理解して

いる。 

・現代の食生活の課

題，食文化，食品の

安全性と環境につい

ての課題を認識し，

その知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

プリント提出 

レポート提出 

実習準備物 

授業態度 

 

授業態度 

発問評価 

授業態度 

実習状況 

プリント提出 

レポート提出 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

７
章 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

第７章 衣生活をつくる 
１被服の役割を考える 
２被服を入手する 
３被服を管理する 
４被服を作る 
５衣生活の文化と知恵 
６これからの衣生活 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

ａ：衣生活に関心を持ち，人間

と被服，気候と被服の関わりを

考えようとしている。 

ｂ：被服材料の性能改善と着心

地，安全に配慮した被服，衣生

活の文化の伝承について考え，

まとめたり，発表したりしてい

る。 

ｃ：乳幼児や高齢者の着やすい

被服など，各ライフステージに

応じて充実した衣生活を営む

ための被服製作ができる。 

ｄ：着装，被服材料，被服構成，

被服製作，被服管理などについ

て科学的に理解している。 

・資源の有効活用の視点から，

購入，活用，手入れ，保管，再

利用，廃棄を考えた持続可能な

衣生活の必要性を理解してい

る。 

・安全と環境に配慮した衣生活

や現代の衣生活の課題を認識

し，その知識を身につけてい

る。 

授業態度 

発問評価 

プリント提出 

レポート提

出 

定期考査 



２
学
期 

６
章
食
生
活
を
つ
く
る 

第６章 食生活をつくる 

１食生活の課題について考える 

２食事と栄養・食品 

３食生活の安全と衛生 

４生涯の健康を見通した食事計

画 

５調理の基礎 

６食生活の文化と知恵 

７これからの食生活 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ａ：・自分や家族の食生活，地

域の食文化に関心を持ち，食生

活と健康の関わりを考え，意欲

的に食生活の改善・向上に努め

ようとしている。 

ｂ：・食事摂取基準や食品群別

摂取量の目安について，家族や

自分の食生活と関連させて考

え，食生活の課題を調査してま

とめたり，発表している。 

・食文化の在り方や継承につい

て考えている。 

食品をめぐる近年の事例から，

食生活の安全性や環境につい

て思考を深めている。 

ｃ：主体的に食生活を営むため

に必要な情報を収集・整理し，

検討することができる。 

・食品成分表を活用して，栄養

計算をすることができる。 

・栄養，食品，調理に関する基

礎的な知識を生かして，ライフ

ステージの異なる家族に合わ

せて，適切な献立作成ができ

る。 

・食生活をよりよくするための

調理に関する基礎的・基本的な

技術を身につけている。 

 

ｄ：・栄養，食品，調理及び食

品衛生など，食事と健康との関

わりについて，科学的に理解し

ている。 

・調理実習を通して，食生活の

自立に必要な知識を身につけ

ている。 

・地域の食文化から，風土と食

物の関係を理解している。子ど

もの食生活や衣生活に関する

知識を身につけている。 

授業態度 

発問評価 

プリント提出 

レポート提

出 

定期考査 



３
学
期 

  

３
学
期 

 

９
章
生
活
を
設
計
す
る
。 

 

第９章 生活を設計する 

生涯を見通す 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

ａ：生涯を見通した自己の生活

設計について関心を持ち，自己

のライフスタイルや生活資源

の活用の観点から，将来の生活

設計や，自分の生活をマネジメ

ントすることについて考えよ

うとしている。 

 

ｂ： ・自己実現を目指して，

生活設計を考え，まとめたり，

発表したりしている。 

 

ｃ：生活をマネジメントする視

点を持ち，生活設計の立案に必

要な情報を収集・整理し，検討

を行い，具体的な生活設計を立

てることができる。 

ｄ：・充実した人生を送るため

に，生涯を見通した生活設計の

必要性を理解している。 

・生活設計の意義や生活設計に

必要な要素など，生活設計を行

うために必要な知識を身につ

けている。 

 

授業態度 

発問評価 

プリント提出 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


